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⽇本経済は何とか⽔平⾶⾏の⼀年ではあったが 今しばしすべてはアメリカだのみか 
 
本年も素晴らしいとは⾔えないが、消費税引き上げにもかかわらず⽇本経済は何とか持ち
こたえている。世間では昨年と⽐較して少し景気に影が⾒え、来年への不安が聞こえる。⼀
部の消費財ではその売り上げが落ちていることも事実である。 
 
来年はいよいよ東京オリンピックの年。多くがその恩恵にあずかり景気の⾼揚を期待して
いるが、関連する建設需要は多くの⼯事がすでに終わっていると考える。残るは海外からの
ビジターによる消費の拡⼤であるが、どこまで期待できるか。また、オリンピック後の景気
の維持にも疑問が残る。 
 
⽇本の今の景気はアメリカの⾦融政策によるところが⼤きく、またアメリカの株⾼による
ところが⼤きい。だぶついたお⾦の⾏き先が⼀気に⾦融市場に流れ込み、⼀種のバブルを引
き起こしているのではないか。⼤きく膨らんだ⾵船ははいずれは萎む運命にある。⼀挙に爆
発的に⼩さくなるのではなくて、少しずつ空気が抜けるような、そんなソフトランディング
を期待する。 
 
世界各国が協⼒して⼤きく膨らませた⾵船を前に、来年がどのような年となるかを今思い
めぐらしている。まだバブル崩壊の兆候は⾒えないが、何かのトリガーで崩壊が起こるとそ
の速度は速い。ただ⼀つ⾔えることは、先⾒の明と技術⼒のある会社は世間の景気に関係な
く発展していけるということである。本年は下に引⽤した⽇本経済新聞にもあるように５G
関連の会社が注⽬を集めた。来年の主題は何であろうか。 
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右の写真は兵庫県明⽯市の⿂の棚商店街の今⽇の
⾵景である。この写真からも景気の悪さはなんら感
じられない。 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


